
令和３年度 BIMを活用した建築生産・維持管理

プロセス円滑化モデル事業（中小事業者BIM試行型）

分析する課題と課題解決の対応策

代 表 応 募 者
共 同 応 募 者

事 業 期 間
グループの関係性

プロジェクト区分
検 証 区 分
用 途
階 数
延 床 面 積
構 造 種 別

：
：
：
：
：
：

：
：

：
：

検証・課題分析等の全体概要

BIMの活用効果と改善方策

応 募 者 の 概 要

検証の体制

プロジェクト概要

内装専門工事業者による施工BIM活用の検証と提言

課題A）図面間の整合性、仕上がりや納まり、３Dﾊﾟｰｽとの整合性確保のための時間と労力
課題B）ﾌﾟﾗﾝ確定迄のﾌﾟﾛｾｽやﾀｲﾑﾗｸﾞ
課題C）提案時の不十分な図面情報、詳細部分の未決や不明点による図面調整
課題D）図面不足や不明点解決に向けたやり取り、諸作業にかかる時間の増大
課題E) 目検による材料拾い出しによる工数と人的ﾐｽ、着工後の原価上振れﾘｽｸ
課題F) 着工間際や着工後に判明する予算不適合によるVE
課題G) 提案時の部分的な３Dﾊﾟｰｽ画像とのｲﾒｰｼﾞ違いによる竣工後の是正ﾘｽｸ

専門工事業者として、施工に対してのBIMﾃﾞｰﾀの活用を行い、材料ﾌﾟﾚｶｯﾄ
や全ﾜｰｸﾌﾛｰをﾃﾞｼﾞﾀﾙ管理することで施工効率を向上させ「職人DX」を加
速させる。その中でｾﾞﾈｺﾝのﾃﾞｼﾞﾀﾙ管理を牽引し、工事全体の生産性・安
全性を向上させ、環境問題（廃材の削減）にも寄与することを目指す。
〇分析する課題：設計から工事終了までのﾜｰｸﾌﾛｰにおいて各ﾌｪｰｽﾞで発生
する課題をBIMと最新のBIMﾋﾞｭｱｰ機能付きｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱｿﾌﾄを活用し、事前検
討することで入場後の手待ちを減らし、労働生産性の向上を図る。
〇解決した際の効果：設計時から施工までBIMを導入することで、その後
のﾜｰｸﾌﾛｰをﾃﾞｼﾞﾀﾙ化／簡素化し、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの期間短縮と設計品質を担保
する。また、災害ﾘｽｸと災害機会を低減させながら業務効率をおおよそ
20%向上させ「職人DX」を普及させる。（プレカット施工）

ﾌｪｰｽﾞ１：内装工事に必要な材料情報、施工情報を抽出し、効果と課題を検証
ﾌｪｰｽﾞ２：ｾﾞﾈｺﾝとの原価決定ﾌﾟﾛｾｽにおいて、BIMの合理性と課題を検証
ﾌｪｰｽﾞ３：材料ﾌﾟﾚｶｯﾄﾘｽﾄを生成し、ﾌﾟﾚｶｯﾄにおける生産性の効果と課題を検証
ﾌｪｰｽﾞ４：施工計画、図書を作成し、設計監理と工程管理における効果と課題を検証
ﾌｪｰｽﾞ５：BIMを活用した出来高管理、原価管理を実施し、その効果と課題を検証
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ﾌｪｰｽﾞ１：内装工事に必要な材料情報、施工情報を抽出し、
効果と課題を検証。

ﾌｪｰｽﾞ２：ｾﾞﾈｺﾝとの原価決定ﾌﾟﾛｾｽにおいて、BIMの合理性
と課題を検証。

ﾌｪｰｽﾞ３：材料ﾌﾟﾚｶｯﾄﾘｽﾄを生成し、ﾌﾟﾚｶｯﾄにおける生産性
の効果と課題を検証。

ﾌｪｰｽﾞ４：施工計画、図書を作成し、設計監理と工程管理に
おける効果と課題を検証。

ﾌｪｰｽﾞ５：BIMを活用した出来高管理、原価管理を実施し、
その効果と課題を検証。

解決策A）１つの図面に対する変更が関係図面および３Dﾊﾟｰｽ全てに
↓ 反映される為、作図・ﾊﾟｰｽ作成時間を大幅に削減。

解決策B）図面とﾃﾞｻﾞｲﾝを同時に提案する事ができ、また修正も容
↓ 易な為、ﾌﾟﾛｾｽの簡略化とﾀｲﾑﾗｸﾞの解消が実現。

解決策C) ３D情報とﾘﾝｸした図面情報は精度や整合性が担保されて
↓ いる為、施工打合わせやそれに付随する図面修正が不要。

解決策D) BIMから材料やその数量の正しい拾い出しが設計段階から
↓ できるため、ﾌﾟﾗﾝ承認時には原価見積りも完了可能。

解決策E) BIMからﾃﾞｰﾀ抽出のため、積算時間の大幅短縮と人的ﾐｽの
↓ 排除が可能。

解決策F) 正確な実行予算でもって原価管理が可能となり、ﾌﾟﾗﾝ承
↓ 認後のVEや、それによる設計変更のﾘｽｸも低減。

解決策G) 実行内容に忠実な３Dﾊﾟｰｽを設計段階で提案できるため、
提案ｲﾒｰｼﾞと実際の竣工結果の乖離を最小限にする。

課題A）図面間の整合性、仕上がりや納まり、３Dﾊﾟｰｽとの整合性
確保のための時間と労力

課題B）ﾌﾟﾗﾝ確定迄のﾌﾟﾛｾｽやﾀｲﾑﾗｸﾞ
課題C）提案時の不十分な図面情報、詳細部分の未決や不明点に

よる図面調整
課題D）図面不足や不明点解決に向けたやり取り、諸作業にかかる

時間の増大
課題E) 目検による材料拾い出しによる工数と人的ﾐｽ、着工後の

原価上振れﾘｽｸ
課題F) 着工間際や着工後に判明する予算不適合によるVE
課題G) 提案時の部分的な３Dﾊﾟｰｽ画像とのｲﾒｰｼﾞ違いによる

竣工後の是正ﾘｽｸ


